
一次的ことばから二次的ことばへの移行

清水由紀1 内田伸子2

問題と目的

子どもは、幼児期から克童期への移行期に、身近な

人と棺互交渉するための生活言語(一次的ことば〉に

加えて、時間空間を隔てた不特定多数に伝える言語(二

次的ことば)(詞本 1984)を習得しなければならない。

この時期は同時に、子どもが家から学校、また幼稚菌・

保育所から小学校へといった移行を経験する時期でも

あるo子どもは義務教育の開始と共に、学校文化1とい

う新しい社会的文販に適応していかなくてはならない

(内田， 1999、清水・内田， 2001) 0 

そこで子どもにとって大きな課題となるのは、一対

ーから一対多へといったコミュニケーション様式の変

化への適誌であると考えられる D 子ども辻、文E去に依

春した、特定の個人に向けた発話様式ばかりではなく、

文脈独立の不骨定多数に向けた発話様式、すなわちf教

室ディスコース(談話)Jを習得しなげればならない。

子どもが経験するこのような言語的環境の変化は急激

であり、この変化に適応していくことは「苦しく困難

な仕事J(関本， 1984)であるに違いないD このような

「苦しく困難な仕事jをf楽しくやりがいのある仕事j

へと変えていくためには、教師による適切なことばの

指導が不可欠である。

一方で、子どもが経験する変化を小さくするために

辻、幼稚璽と小学校が、園あるい法学校単位で、互い

に緊密な連携をとることが不可欠である O 例えば、幼

稚菌と小学校の教師が、互いの指導の仕方や、子ども

が幼種菌から小学校への移行持に経験する変化を認識

することが必要であるむそのような認識により、教師

が吉らの指導を省察し、指導法を謡節するようになり、

その結果として幼小連携が促進されるのではないだ、ろ

うか。

以上より、本研究では子どもの一次的ことばから二

次的ことばへの移行に関する事例を特に教師による働

きかけの観点、から捉えることを目的とするo まず、都

内のある国立大学前属幼稚園の子ども達を対象に、小

学校入学の 2ヶ月前から入学後 1年後までの問、教室

内の相互作用についての縦断的な観察を行った。得ら

れた観察資料は全てプロトコルの形に書き起こし、教

障が子どもに対し、どのようなことばの犠きかけを

行っているのか、また子どものことばはどのように変

化していったのかについて、分析を行った。さらに、

幼稚園と小学校の教師が集うカンフアレンスを開催し

た。カンファレンスは、「幼稚菌編jと「小学校編jの

2回開催し、いずれも上記の観察から得られた幼稚園

あるいは小学校 1年生の教室内の教師と子どもの椙互

作用をビデオ資料とプロトコル資料を提供したD それ

らの資料をもとに幼稚園と小学校の教障が活発なディ

スカッションを行二った。

本論では、上記のうち、幼稚園での観察の分析結果

と、カンファレンスの f幼稚園編Jにおいて行われた

教師相互のディスカツションについて、報告する。

方 法

(1) プロトコん分析

調査対象 国立大学附属の幼稚冨 1クラスの幼児35名

と担任教信 1名。

謂査時期 2003年 2月"-'2003年 3月。小学校入学前の

2ヶ月間、 I遅間に 2度のペースで、観察を行なった。

手続き 幼稚園における観察では、朝、子どもが登匿

してから約1.5時間、筆者らを含めた 3名""'-'4名の穣察

者が、担任教師の動きにあわせて移動しながら、デジ

タノレビデオカメラにより教師と子どもの相互作用場面

を録画した。また補助として、 ICレコーダーによる音

声の録音も行なった。得られた映像・音声より、全発

話を書き起こし、プロトコルの形に示した。

(2) 教師へのインタビュー語査

謂査日時 2003年 2月と2003年 3月の、計2回行った。

手続き 観察を行った幼稚園のクラスの担任教師 1名

に対し、幼稚園内で、放課後に約 1時間にわたりイン

タピューを行った。教師による子どもの捉え方、保育

キーワード:一次的ことば、二次的ことば、学校への適応、ことばの発達、幼小連携
1お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター
2お茶の水女子大学大学読人間文化研究科
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に対する信念、教室内の仲間関係や、個々の子どもの 頼み、五がやちれてしまった。 Kは普段、人前では泣か

特徴などの也、筆者らが観察やプロトコルの分析を行 ない子であったが、泣いてしまったため、億の冨児た

う中で、教師の発話の意図や出来事の背景について特 ちはどうしていいか分からない。そのため、冨児達が

にd情報を得たいと考えた点について質問した。 教師を呼びに来た、という場面からのプロトコノレであ

(3) カンファレンスの開催

開催司蒔 2003年 7月四日

出馬者幼稚園教師と小学校教師、計約30名。その内

訳は、観察対象となった大学前属幼稚園の担任教師、

その同僚の幼稚園教師、同じ大学内にある附属小学校

(酎属幼誰菌を卒菌した子どもの沼ぽ全員が入学す

る〉の 1年生の担任教師を中心とした多数の教師、そ

の勉近隣の幼稚園・小学校の教師(園長・校長含む)

であるo

手続き 大学内の一室でカンファレンスを開催したD

分析の結果教部による働きかけの特徴がよく現れてい

ると筆者らが判断した 5つの相互作用場面を抜き出す

形で編集したビデオを、プロジェクターで放映した。

詞時に、発話や状況、また教師へのアンケート結果を

掲載したプロトコル資料を配布した(表 1r-....-3参照)。

各場面エゼソードをビデオにより紹介し終わるごと

に、 10r-....-15分のディスカッションの時間を設け、幼稚

園と小学校の教師による意見、および、研究者{筆者

引による発達的な観点、からの示唆を交えた活発な

ディスカッションが行われた。

以下では、 5つのエピソードのうち、特に fことば

の指導jについて顕著に現れていた 3つのエピソード

についての分析結果、およびカンフアレンスにおける

同じ 3エピソードについてのディスカッションの内容

について示すc

結果と考察

(1) r本当に言いたかったことはなんなの?J :感情を

冷却し、解決につなげることばの指導

①教師の発話の分析

表 1は、卒菌間近の幼稚園年長クラスにおいて、教

師が子ども詞士のいざこざへの介入を還してことばの

指導を行っている場面のプロトコルである。いざこざ

の経緯は次のとおりであるo クラスのリーダー的容在

の男見である玄は、数E前に、子どもの家{幼稚圏内に

ある小さなスペース)で、隣のクラスの園児が遊んで

いたのにも関わらずカギをかけるといういたずらをし

てしまったD 隣のクラスの子ども達はそのことを思い

出し、クラスの強い男の子にKをやっつけてほしいと

52 

るo

教障が泣いているKを取り富んでいる冨克達のとこ

ろへ行くと、菌児たちは「隣の組がね、ずーとぶ、って

きてるの。Jf僕はしてないよ、なんにもoJfKちゃん、

なんにもしないでね、ぶ、ったのJというように、昌分

の言い分を口々に言い合っているa そのため、教師は

まず fYくん、 Yくん、ちょっとどうしたのか教えて

ちょうだい」と、状況の説明を求めているc しかし、

園克たちはそれぞれ自分の思いで頭がいっぱいにな

り、ただ自分の感情をぶ、つけるばかりである O そこで

教師は、「あ、違うんだってo こっちのSくんのお話語

こうJという発話により、他者の話をきちんと開くこ

との指導を行っている。しかしなお、富克たちは、そ

れぞれが自分の言い分を主張するばかりで、解決へと

導くコミュニケーションを自律的に構築できない。そ

こで教揺は「本当に言いたかったことはなんなの?一

番Kくんに言いたかったこと。荷をして、情に気をつ

けてほしいの ?Jという発話により、自分の気持ちを

感情的にぶつけるのではなく、棺手に伝わることばを

用いることを指導している。このような欝きかけは開

時に、子どもの感情を冷却させ、問題解決へと意識を

向かわせる効果を持つと考えられるa さらに教師辻、

fみんなも一緒に梧談しよう」という発話により、活

動に関わる者で解決に取り組み、発話を共有するよう

促しているo 最終的には、教師の fMちゃん達が本当

に言いたかったことは、子どもの家の鍵をね、関めた

のが嫌だったこと。今度どうして廷しいってことを言

えばよかったのねJという、子どもの気持ちに共感し

つつ、解決につながる発話により、子ども達のいざこ

ざは終患へ向かっていく。

さらに、いざこざが終患した後、教師は、椙手を蕩

つける可能性のるることばを用いた匿児に対し、「じゃ

あね、 Mちゃん、だ、ったら、それを言いたいんだった

ら、ぶっ殺してこいとかやっけてこいという言い方だ

と分かるかなー ?Jと需いかけているD このように、

教師は指示的ではない、質問、あるいは提案の形によ

ることばかけを行うことにより、子ども自身に自分の

発話を内雀させようとしている。このような指導は、

その後Yへ向けられた発話に如実に現れているofじゃ

あYくーん、今度はそういっ…(途中でやめて)、今度

はなんて言ったらいいんだろうねりと言う発話につ



表 1 r本当に言いたかったことはなんなの?J :感'障を冷却し、解決につなげることばの指導

*発話者/棺手 :T=担在教陣 C(F)=女児 C(M)=男児 Cs=子ども護数 All=子ども全員左記以外のイニシャルは特定の子ども xxx 

は麗き取れなかった笛所

No. 発話者 椙手 発 話 状 況

瓦は月曜日に，子どもの家で遊んでいたのにも関わらず，カギ
をかけるといういたずらをしてしまった。隣組の子ども達はそ
のことを思い出し，クラスの強い男の子に玄をやっつげてほし
いと頼み， Kがやられてしまった。五は普段，人前では泣かな

い子であったが，泣いてしまった。

1 菌庭でKが泣いている。

21C(おむ T 喧嘩している。

31T Cs ちょっとどうしたの?ぶつけたの? 教師が近寄る。

41C(加nT 頭ぶつけちまった。

51T C(M) ぷつげちゃった?何にぶつげたの?

6IC(l¥心 T 隣の組がお、ずーとぶってきてるの。
7IC(M) T そうだよ。なんにもしてないのにね。

81T Cs 楽しく遊んでるんだとばかり患ってたわ。 Kの頭をなでながら。
91C(乱。 T 僕はしてないよ、なんにも。

10 C(おむ T Kちゃん、なんにもしないでね、ぶったの。

11 C(M) T ノてットでぶ、ったんだよ。

121T Cs 最初はなんだか、楽しそうに遊んでるとばかり思ってたんだけ
どねー。

13 C(おむ T でもよ一、最初に密告してきたやつがいるんだ、よ。

14 T C(M) 密告?
15 C(現〉 T Mが。

161T C(M) 密告つてなあに?

17 C(M) T 肢が、言いつけてくる。ぶっ殺してこいって。命令してくるん
だよ。

18 T Y Yくん、 Yくん、ちょっとどうしたのか教えてちょうだい。

19 Y T うん、教えてあげる。あのね、最初ね、なんにもしてなかった
のに、それなのにお一、あのね、撲の組がね一、来てお一、そ

れでね一、ぶってきたの。

20 Y T 違う、違う。

21 T Y 朝あ、ね違、あうんだって。こっちのSくんのお話開こう。
22 S T のね、鰭が外にいたら、 Mに嵩いて一、どうしたのつ

て言ったら、五ぷっ殺してやるって。なんでって言ったら、人
形のところをカギ関めたから。

23 T S あ一、もしかしてき、それって、ず、っと前のこと?

24 C(班〉 T ううん、昨E。

25 C(ちを〉 τ 昨日じゃないよ。一昨司だよ。

26 C(M) T 違うよ。昨日だよ。

27 C(M) T 向こうから開きに来て、じゃあ今やってほしいっていったか

ら、今度ねって言ったの。

28 T Cs じゃあ、本当に言いたかったことはなんなの?一番豆くんに言

いたかったこと。侮をして、 f耳に気をつけてほしいの?

29 C(M) T カギ閉めたの。 2回目だったからイヤだったの。

30 T Cs じゃあ、それを組対にやらないでほしいってこと?

31 Cs T (口々に言う)

32 T Cs じゃあさ一、それを

33 C(M) T 一面自は違う人がやった。俺は近くにいただけだけど一。

34 T C 〈口々に言う子ども達にあいづち}そうだね。 しばらく子どもがヨ々に言っているのを関いている。

35 T Cs ミっちゃん達一!じゃあ、 Yくん!あれ?いなくなっちゃっ
た?

36 Cs T し亙るよ。

37 T Cs Yくん、 Yくん達一! 五をY達のいる所へ連れて行く。

38 T Cs ねえ、みんな-!みんなも一緒に相談しよう。

39 C(M) T 何を?

40 T C Mちゃめんた達むがが本嫌当に言いたかったことは、子どものうちの鍵を
ね、関 だ、ったこと。今度どうしてほしいってことを

言えばよかったのね。

41 C(M) T もうゃんないでって。

42 T C(主主) それよ、それを言えばいいのよ。

43 T 五 それなんだって、みんなが一番言いたかったことは。ね?

44 M 玄 今震ゃったら、ただじやおかねえぞ。

45 T M じゃあね、 Mちゃん、だったら、それを言いたいんだったら、
ぷっ殺してこいとかやっげてこいという言い方だと分かるか
なー?

46 M T 今夏ゃったらな一、ちょ一後悔させてやる。

47 T M じゃあ、今度はもうそれを絶対しないでってことが言いたい

の?
48 M K 後悔させてやるよ。

491T K Kくん、みんなは、それを言いたかったんだって。

50 T Y じゃあYくーん、今度はそういっ(途中でやめて〉、・・・今震は ジャングルジムの上に!匂かつて

なんて言ったらいいんだろうね?
511Y 〈ぶつぶつ)
52 T K あっ、もう分かったって顔してる。今度は違う言い方してくれ

るよ。

53 C(M) K もう一室ゃったら・・.

541T C(滋) じゃあ、もう絶対やらないでってことね?
551T Cs 忍者さん忍者さーん。

561T 五 分かった?そのことなんだって、みんなが言いたかったこと。

大丈夫?うん。
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いて、教師は、「“今度はそう言って"と言いかけて途

中で立めたのは、本人達に気がついてほしいという思

いからjであると語っていた。しかし、 Mは、それで

もなお最後までぶつぶつと自分の気持ちをつぶやいて

いた。すると教師は、それ以上は無理に言わせようと

せず「あっ、もう分かつたって顔してるo 今度は違う

言い方してくれるよ。」ということばかけを行ってい

るc この発話の意図は、教師によると、「あれだけ皆か

ら言われたら自分で言うのは酷かな、もう十分かなと

いう患いから。友達胃士でも、全部言葉で言わず、栢

手の表需を見て察するというやり取りも必要である。J
ということであった。

以上のように、教師は子どもの患いをしっかりと受

け止め、子どもの患いを引き出すような働きかけを

行っているc しかも、「禁止」や「命令jなどの教師が

「権威jで子どもを押さえ込むという図式ではなく、

子どもと胃じ地平に立ちながら、「提案jの形で「教育

的堂みjを組み込むことにより、子どもの一歩先の育

ちを支援しようとしている D また、相手の気持ちを察

するという、思いやりをベースとした仲間関係の形成

をうながすものとしての、ことばの指導に中心化して

いることがうかがわれた。

②カンファレンスにおけるデ、イスカッション

以上の出来事のピデ才挟像を、プロトコル資料を参

照しながち視聴した後、教師たちによる下記のような

ディスカッションが行われたD なお、 f担任教師jとは、

今西観察対象となった幼誰園の担任教師を指す。

-く小学校教師>こういういざこざに関しては、小学

校でもそう違わないc 関じような争いをしているo

・く小学校教師>怒りは決して「どうしてj とかいう

言葉にならない。伺が言いたかったの、ということ

を言えたら喧嘩にならない。

.--く担任教師>r密告jなど、言葉がどんどんエスカ

レートしていたので、そのままどんどんエスカレー

トすると、もともと自分たちがどうして喧嘩してい

たのかから離れてしまい、言葉のやりとりになって

しまうため、このような発話をした。(子ども達の)

口ぶ、りが激しいため、本当の気持ちが伝わりにく

かっ7こc

・<幼稚園教師>:こういういざこざがあった時に、

小学校の先生方はどのように対処するのか。

・く小学校教師>:人によって違うだろうが、同じ。

伺が言いたかったのかということを聞いているうち
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に、分かることもあるし、分からないこともある。

顔を見ていると、もう終わりだなと分かったりするo

・く小学校教師>:お互いの意見を聞いているうち

に、相手の気持ちも分かつてくるし、自分の気持ち

も冷静に見えてくる。しかし、 5年生くらいになる

と、ここまで丁寧な関わりをいつまでもやるのか、

ということも課題。かなり丁寧に関わってしまうが、

そろそろ離してあげないと、いつまでも教師のとこ

ろに来るということになってしまう白

・く小学校教師>: 5年生になっても大人が居ないと

それをちゃんと話し合えない、言葉の応醗になって

しまう D しかし、いつまで大人が関わっていくのか、

それが本当にいいのか。少し、っき離しておく、お

いておく、介入しないようにする、ということを心

がけて、自分たちで解決していけるようにしないと

いけないと思う D このようなことは、毎巨起こって

いるため。

・く小学校教師>: (担任教師は)権威的介入ではな

いが、教師がそこにいる秩序の源として、秩序作成

者としてそこにいる、という f冷却孫Jとして登場

している o 11歳12歳になっても、そういう冷却者が

いないとお互い冷却できないというのが課題。自分

たちで何とかしていこうという力もほしくなる。そ

ういう力をもった子どもを育てたい。わーわーと

言っているときに、誰かが、「じゃあどうしたの、 f可

が言いたいんだよjと言えるような人間を育成した

し::'0

. <小学校教師>: 5年生だったら、棺手が言語ってほ

しいと思っているときは、絶対言語らないと納得しな

い。絶対謝りたくないと思っている場合は、なんで

言語りたくないのかというところを時間をかけて話し

合っていかないと納得しない。

・く担任教師>:その一言でずいぶん気持ちが変わる

ということがある。このエピソードで結局Kが諾っ

たかどうかを{担任教師自身が)覚えていないが、

それは f絶対語らなければいけない」というように

はしていないため。しかし、絶対ここでは謝らない

と終結しない、というときには、言語るようにもって

いく o

-く筆者(内田)> :このエピソードの最後で結局、「分

かった?J r大丈夫けという教師の問いかけに、 K

はうなずいたのだろう。自分自身で気持ちを立て蓋

したりということが全部一人でできないときに、大

人が上手に関わると、徐々に f他律から自律へj と

いう道が読み取れるのではないか。目標もそうだろ



うo 全て命令や禁止で決めるのではなく、自分の頭

で判断していけるというところが最懇的なもので、

時には自分の気持ちを抑えないと、やりたいことだ

けやっていたらぶ、っかつてしまうというところに気

づいていく o 5歳後半過ぎになると、そういう場面

はたくさん見られるようになる。

以上のように、カンファレンスにおけるディスカツ

ションでは、いざこざが起こったときの対処法につい

て、幼稚園と小学校の教師が互いに認識を持ち、小学

校と幼稚園それぞれにおける教舗の果たすべき役割に

ついて、活発なディスカッションが繰り広げられた。

幼誰菌では、秩序を作り出す者として教師が存在して

おり、そのことが子ども達の f勉律から自律へ」とい

う発達を促しているs 一方、ふ学校においては、教師

辻むしろ一歩引いて、子ども達が自分たちだけで何と

か解決できるようにもっていくように見守ることが、

教師の役割であるという意見が見られた。このような

ディスカッションをきっかけに、幼程圏教師にとって

は、子どものその後の発達の道筋を見通すことができ、

また小学校教師においては子どもがそれまでたどって

きた発達過程を見ることができたのではないだろう

か。また同時に、幼稚園と小学校の教師は、それぞれ

子どもの発達段階に適した役割を果たすべきであると

いう意見の一致が見られた。

(2) r一緒に椙談に乗ってJ:発話を共有することの指

導

①教師の発話の分析

表 2は、 s(女児}が教室から園庭への出口のとこ

ろで、黒いどニールのマントをはおり忍者ごっこの格

好をして、泣いている場面から始まる o Sが泣いてい

る理由が、嵐邪を引いているため外に出てはいけない

ことにあるということを知っている教師は、その様子

を見て、まず「行っちゃいけないんだよね、えーん、

そうだよねーjと泣くまねをして、言語的にも非言語

的にも、子どもの悲しい気持ちへの共惑を表しているo

そこに、詞じクラスの男児である Rが現れて、 rs、

どーしたの?Jと声をかげるo そこで、教師はRに向

かつて「何かいい考えないかしち?J r一緒に棺談に

乗ってj と「お願いjする D それに対しRは、いくつ

かアイデアを提案する D すると教師はその哀の思いや

りについて、教師はfvまら、まくんも心配してきてくれ

たJfRくんも考えてくれたねJということばかけをS

に対して行っている o Rが思いやりの気持ちを持てた

ことを褒めると同時に、自分の気持ちだけでいっぱい

になっている Sに、 Rの思いやりの気持ちに気づかせ

ようとしたのであるo

さて、 Rの提案したアイデアは、「マスクをするJf上

に何か着るjなど、「外に出てはいけないため忍者ごっ

こができないjという問題を根本的に解決できるもの

ではなかった。そこで教師は fじゃあ、おタトに行かな

いっていうのはどうしたらいいのかしら ?Jというヒ

ントを出すことにより、発想の転換を促している。教

師はこのように問いかけることによりJ忍者ごっこを

したいJという Sのために、仲間がみんなで思いやっ

て、教室の中での忍者ごっこをするよう促したかった。

しかし、すぐにそれを教師から提案するのではなく、

あくまでも Rから引き出し、仲間同士での解決を留り

たかったのである。それに対してRは、「忍者屋敷を作

るJというアイデアを出す。すかさず教師がそれを取

り上げて f忍者屋敷を作るんだって」と Rの発話をS

に伝える形で繰り返す。しかし、その考えは、外に出

てKたちに許可してもらわなければならない、という

理由のため、 Rにより却下されてしまった。

そこで教師は、 rRちゃんがお外に居るから、代わり

に、 KくんにSちゃんが今ちょっと菌ってるってこと

伝えてくれるかなけとお願いする。ここでも、教師

自身が言うのではなく、あくまでも仲信同士で解決さ

せようとしている D しかしそれに対するrKが、ちょっ

と怖いからさあj という発話により、 Rはクラスの中

でもリーダー格のKに、掃くて言いにいけないために、

上記のような浩極的な案しか出せなかったということ

が判明するo さらに教師から「怒ってないから大丈夫j

と言われると、ついには「掩も風邪気味だよJと言い

出す。すると教師もその気持ちを汲み取り、それ以上

は無理強いせず、教師自身がKたちの所へ行き、忍者

ごっこをしている忍者全員での解決を促した。その後

は、 Kのリーダーシップにより、結員教室の中で忍者

ごっこをするという解決を、子ども同士で導くことが

できた。

②カンファレンスにおけるディスカッション

以上のようなエピソードの放映後、教師たちによる

次のようなディスカッションが行われた自

-く担任教師>:なにかいざこざが起きたら、仕切っ

て「こうしようjと言うのが、たいていKである。最

初、 Sが泣いていて、岳分自身(教師)がどうして

よいか分からずにいたら、 Rがやってきて、いろい
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表2 rー絡に相談に乗ってJ:発話を共有することの指導

No. 発話者 相手 発 話 状 現

S:ts匿庭への出口を出たところで忍者の謡好をして泣いてい
る

11T S 行っちゃいけないんだよね、えーん(一緒に註く真依)、そうだ 近寄ってしゃがんで
よねー。

2 T S そうだ、Sちゃん、今日はお外いけないねって言われてたんだよ
お。じゃあさ、 Mちゃん達とさ、向こうにいる忍者のお部屋で。

31R S S、どーしたの? 近寄ってきて
41T S ほら、豆くんも心配してきてくれた。
51T S どうしたの?
61T 豆 忍者ごっこをしたいんだけどね、 Sちゃんがちょっと属邪気味

だからね、今日はお外いげないよって言われてるの。
71T ま でもね、忍者で遊びたいのよ。 Rくん、詞かいい考えないかし

ら?
81R T マスクするしかないよー。
91T 豆 マスク。
10 T S マスクもひとつだね。
111R T あとは一、ちょっとエプロンコート、あのさ、エプロンコート

着てくるとか、そういうのしかわかんない。
12 T 豆 なんか着てくるってことね?
131R T あとはさ、寒くない状態にして・.. 
14 T 豆 じゃあ、お外に行かないっていうのはどうしたらいいのかし

ら?
15 R T うーん。でね、うちでストーブに温まってきてから、幼稚雷に

行くときは、親にくっついてくるしかないよ。
16 T S そっかー。じゃあ、どうしよう。 Rくんも考えてくれたね。
17 R T あとはさ、十分あったまってから、あのさ、しばらく外で遊ん

で十分あったまってから、このさー衣装着てくとかさあ。
18 T R 温まってから出るのかな。
19 T R ねえ、お部屋の中でできる忍者のことってない?
20 R T 忍者墨敷でやる、忍者墨敷作るしかないよ。
21 T S 忍者墨敷作るんだって?
22 R T いや、でもさあ、いや、でもさあ、まずKたちに外に出てさ、

外に出て許可してもらわないとだめだからさ。外出ちゃいけな
いから一。

23 T S うん。どうしよう?どうしよう?
24 R T あとはしばらく、あとはどうしても1Tきたかったらさあ、あん

まり寒くないところで、ここの角のはじのところ行って開きに
行けばいいんじゃないの?

25 T R そっか一。
26 T S どうする?
27 R T それ以外いい方法ないよ。あとは長ズボンはいて、長福は着て

... 
(f也克が教揮に話しかけてきたため中断)

28 T s Sちゃーん、じゃあ、 Rくんが言ったみたいに、 Sちゃんが今さ
あ、お外出られないって言ってくる?

291S T だってさあ、 Sちゃんが行ったら…
30 R τ 急がないとみんな行っちゃうよ G あとは襲かくするの、自分で

考えていったほうがいんじゃないの?
311S T xxxxxxxxx 
32 T S (Sの話にうなずきながら)うん、…うん。 Sちゃんが今日は。

ダメなんだ、って・.

33 R T あとは、こうやりながら行くしかないし、で、あとは、手と手 手をすり合わせながら
を擦って行くしかないし、足も擦り合わせないと。

34 T R 何か外に行かないで遊べる方法はないかな?
35 R T 部屋で遊ぶっていったってきあ、あのさ、そういうの全部罰か

ないとだめだし…
36 T R じゃ、 Rちゃん、主ちゃんがお外にいるから、代わりに、 Kくん

にSちゃんが今ちょっと囲ってるってことを伝えてくれるか
な?

37 R τ いや、瓦はちょっと、いつもより、いつも普通よりさあ、ちょっ
と怖いからさあ。 Kがさ一、今怒ってるしー…

38 T R だーいじようぶよ、怒ってないから。今ね、 Mちゃんだって、
お外にねとんでっちゃったよ。

39 R T いや、怒ってる、怒ってる、怒ってる。
40 T 主 そう?
41 ま T あの、すぐ揮ってくると君、うけど一、怒んないで。
421T R 怒ってない。遊んでいるのよ、あれは。ほら、なんか、みんな、

だって笑ってる顔してるもん。
431R T だってき一、掩も風邪気味だよ。
44 T R あ、そーなの笑)
45 T S じやちょっと、代わりに行ってこょうか。ね?じゃあ、 Sちゃん

お部屋で待ってて。お部屋で出来ること、伺か考えfすくといい
んだけどね。豆くんねえ。

46 R T オレも麗邪気味だから、龍量の中で他の子と遊んでいるけど。
47 T 豆 うん。そう。
48 教障は、 K達の方へ移動する
49 T K 一緒に忍者ごっこしたいっていうSちゃんが、一諸に遊びたい

んだけど今日はお外で遊べないから、お部屋のところでちょっ

50lT Cs 
と悲、し忍そ者うな顔してるの。
ねえ さーん。五くん、五くん、 Aちゃんにもー鰭にちょっ 忍者ごっこをしている子ども達を手詔きで集める
と考えてxxxx

511T Cs Sちゃんが遊べないからxxxx… みんなが集まる関にそばにいたK~こ向かつて。
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Nu 発話者 棺手 発 話 状 況

52 Cs 
53 T M Mちゃんも、 Mちゃんも、ちょっと一緒に相談に乗って。
54 長f 五 ねえねえ、 Tくんがこのマントを ζ うやってかぶせて、ジャ

ジャーンって見てるの、見たんだもん。それがちょっとかわい
そうだった。

55 数人の忍者が集まる
56 T Cs ねえ、忍者さん。 Sちゃんがお、ほんとはみんなとー績に遊びた

いんだげど、今日はお外に行けないんだって。それで今、お部
屋でね、涙読してね、どうしようって。

57 M T ちがう、 Kくんがね、紙ねんどの手見せちゃうからね、 Kくんが
ねんどばーんて言って、カーって言って逃げろーって言って、
だからMもそれにのっちゃってね逃げちゃったの。

58 T M あ、そうなの。それがあったの。それもあったのか。でも今は
ね、お外にいけないからって言って、さっき泣いてたの。もう
一緒に忍者ごっとやりたいんだって。

59 C(M) IT 寒いから部屋戻ってる。
60 T Cs なんかなあい?
61 C(M) ない。

1 
62 T Cs なんか患いつくかもしれない。 1つ、 xxxx
63 M T M達が謝ってー諸に遊法ってxxx みんなで教室にもどりながら
64 T Cs 遊びたいんだって。怒ってないよ、Sちゃん、全然怒ってないよ。

Mちゃん、大丈夫。
65 K Cs いいこと思いついちゃったー!
66 T K 思いついちゃった?あ、むゃあ、それを。

67 五 T あのね、今日遊ぶでしょ、だから、中に行って、中に行って遊 みんなで教室にもどりながら
ぶんだけど、部下は使わないで、、コート室のところでやればい
いんだよ。忍者の基地を作って、忍者ごっこにすればいいんだ
よ。 xxxxx

68 T 五 じゃあ、 Mちゃんがxxxx
69 K Cs みんな一、 Sと遊べるようになったぞー。なんでかっていうと 教室へ向かう。

な、部量でやるんだげど、コート室で走って、鹿下では走らな

70 
いように、な?よし、もういいよ。

ろと言ってくれたo Sは普段はよく話すし、入にも

きついことを言うタイプ。それがとても落ち込んで

話さないでいたので、心配だった0

・く小学校教師>:自分の頭で判断させるという自律

性の育成という観点、からみると、このエピソードが

どのようにつながるのか?

・く筆者(内田)> :子ども達に「どうしたらいいけ

と問いかけながら何か出させている。また、いろん

な子どもに問いかけ、問題を一緒に解決させようと

している G

・く小学校教蔀>:問題の共有化ということを意識し

て、 fどうしたらいい?Jと問いかけたのか?

・く担f壬教師>:Sは黒いビニールをかぶ、っている

が、それは今日忍者ごっこをしようという気持ちで

いたことを表しているo そういう Sの気持ちを、み

んなが置いてきてしまっているのではないかと感じ

た。忍者ごっこはこの日に始まったわけではなく、

みんなで一緒にやってきた遊びであったからo

・く小学校教師>:子どもたち同士の協同ということ

を考えると、最終的にKが新しい方法を考え出した

ということで、遊びを「創造したj と考えたらよい

のだろうか。

・く筆者〈内田)>:この解決まで行くのに、教師は自

分からは何も言わず、ずいぶん時間をかけている D

教師がトップダウンにどうしろと言うわけではな

みんなKの後をついて行く

く、子どもたちが自分たちなりに何とか解決策を晃

つげた。

・く小学校教師>:新しい遊びを作り出す力、こうい

う風にしようよ、と創造していくというのは、やは

りリーダー的な子どもがイニシアチプをとっていっ

て作り出していくものなのだろう o

・く小学校教師>:Mが、 rKくんがね、紙粘土の手見

せちゃうからね、 Kくんがねんどばーんて言って、

カーって言って逃げろーって言って、だからMもそ

れにのっちゃってね逃げちゃったのJ(表 2， 

No.57)というようにSの状況を代弁、説明したこと

により、何がSが泣いている原因なのかを補足して

教信や佳克に伝えている。したがって、解決策を出

したのはKだが、 Mのこの言葉が、最後の「協同J

につながったのではないか?そうすると、リーダー

的な子が一人で新しい遊びを創造して解決策を見つ

けているというよりは、文脈が支えるというか、 M

のように、自分の遊びを振り返って言っていること

が、支えている要因となっているのではないか自

・く小学校教師>:このやりとりは暖かいと感じた。

異合が悪い子がいても放っておいて遊びに行ってし

まう子が大勢いる中で、一緒に遊べるように考えて

あげる子がいる。

・く筆者〈内田)>:以前(今呂観察した学校と同じ〉

附属小学校 1年生を観察した際に、子どもが指属幼
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種園かち小学校に入った後に、書き取りなどが終

わって外に遊びに行っていい場合でも、f待っている

ねjと言って待ってあげていたという場面が多く

あった。待っていられるということが育っているの

かもしれない。また、友達の発話をきちんと保持し

て、踏まえて発話しているのも分かる D

以上のように、幼稚園において、子ども達の「協関j

により、新しいものが創造されていくプロセスについ

て、小学校教師の観点、からの分析が行われた。このよ

うなディスカッションを通して、幼稚園での仲間関係

の講造と教師の役割についての理解が得られたと共

に、子どもが遊びゃいざこざを還して何を学び、取って

いくのかについて、幼稚園と小学校双方の教師による

深い洞察が促されたと考えられるo

(3) 卒業式の前日:心配・不安の原因を対象イとするこ

とばの指導

①教師の発話の分析

表 3に示したエピソードは、菌見と教師が卒業式の

練習から婦ってきた後、菌見が教室内で円になって椅

子に座仏教師の話に耳を額けている場面から始まるo

観察対象の菌では、このような一斉場面は、毎日の「お

寄りの時間jなどでしばしば見られた。教師は次の日

に迫っている f卒業式jという最後の共同作業につい

て不安に思っている子どもたちの気持ちを汲み取り、

「ちょっと開いてみるよ。明Bが本当の卒業式だけど、

伺か卒業式のことでまだちょっと心配なことや分から

ないことある?ちょっとね、ちょっと全員には聞けな

いんだげど、 3入ぐらいちょっと開いてもいいかな。J

と尋ねている G 教師によるこの発話に対し、子ども達

は口々に言いたい事を発するのではなく、挙手して当

てられるまで発話の番を待つというルールを適用して

いたc いつからこのようなルールが導入されているの

かは不明であるが、すでに子ども達に浸透している

Jレールであることがうかがわれた。

まずSが、「みんなが歌を歌っている時、誰かが一人

だザ最後に『幼穫量j とかつて言っている人がいて、

明日が卒業式だから直るかどうかが心配。Jとf心配な

ことjを発表するo それに対し教師は、 rsちゃんは、

卒業式のお歌のところの言葉がちょっとそろわないの

が心配なの?そうなんだ、。Jと言い換えることにより、

子どもの発話を精激化しているo このような教師によ

る精敏化は、子どもに「二次的ことばjのモデルを示

すという意味をもっと考えられるo さらに、「そろうか
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どうかやってみよう。そうすると、 Sちゃん、安心する

よねけと提案し、全員でもう一度実際に歌ってみる

ことにより、本当にそろうかどうかを確かめている。

このように、教師は、明日に追った卒業式に向けての

子ども達の心配・不安を取り除くために、 r3つだけj

子どもから不安に思っていることを引き出しているc

そうすることによって、子ども達の心配・不安の原茜

を丁寧に対象化し、子ども達が共有できるようにして

いることがうかがわれた。

また、子ども達は、教師から最初に r3人くらい関

いてみょうかな」と言われていたことをきちんと覚え

ており、 3入の質問が終わった後にさらに挙手をして

いる子どもに対し凡人もう超えてるよ。 4人になっ

ちゃうjと指揖するなど、子ども達が教師や他の子ど

もの話を踏まえた発話を行っていることが示唆され

た。

②カンファレンスにおけるデ、イスカッション

以上のエピソードの放映後、幼稚匿と小学校の教師

による次のようなディスカッションが行われた9

-く担当教師>:3つの心配事を出してくれたのは、

自分自身(担任教師)が本当に心配していたことだっ

た。それを子どもたちが、言ってくれた。

・く筆者(内田)> :すでに自分達の活動を対象化でき

る段階にいる。だから、こういう 3つの欠点を挙げ

ることができたのでは。目標に照らしてどうするべ

きかがよく分かつており、そむために自分達の活動

がその目標に向かつて進行しているのか、それをモ

ニターできる段階になっている。

・く小学校教師>:一斉に先生とやりとりしている時

間は、 5分くらいでるった。やりとりに集中できる

のは 5分くらいか。 1つの話題でみんなで共有して

いく、自分のこととして集冨のやりとりに身を入れ

られる時間の長さがこれくらいであるとすると、 1

年生ではこれが長く続くことが多いため、持たない

のかD

-く筆者(内田)> :先生〈担任教師)が、 3つだげの

質問、というようにしたのも、プランニングされた

のだろう o

大部分が一斉場面となる小学校の教室内では、子ど

もは、きちんと座っている、教師の話を静かに関く、

手を挙げて発言する、他の子どもの話を聞く、などが

要求されるようになるo それらのことが就学前にどの



表3 卒業式の前日:心配・不安の原因を対象化することばの指導

Nu 発話者 相手 発 話 状 況

卒業式の練曹から錆ってきた後、教室の中で丹になっている椅
子に皆で座って、教舗の話を罰く。

11T All 今日のね、卒業式の練習ちょっと長かったけど、みんなとても

一時生々懸ね命、ちだょったの。先生ね、設の上にいて、よーく分かった。
っと疲れちゃったっていう顔をしている入もね、

はー疲れたなーと患って、またねちょっと力出してね、頭張っ
てね、背中を伸ばして盛っているの、よーく分かった。

21T AlI ちょっと、ちょっと罰いてみるよ。明日が本当の卒業式だけど、
何か卒業式のことでまだちょっと心配なことや分からないこ
とある?ちょっとね、ちょっと全員には罰げないんだザど、 3
人ぐらいちょっと聞いてもいいかな。

31Cs はーい! 何人かが元気に手を挙げる。
41T All はい。黙って手を挙げてね。 Sちゃん、何が心配? Sを指名する。
51S All あのね、みんなが歌を歌っている時、誰かが一人だけ最後に「幼

程冨jとかつて言っている人がいて、明日が卒業式だから直る
かどうかが心配。

61T All ちょっと心配?分かった。じゃあ、ちょっと手を下ろして。 S
ちゃんは、卒業式のお歌のところの言葉がちょっとそろわない
のが心配なの?そうなんだ。

71S All 関違えちゃったら、最後の時にxxx
81T All 心配ね。ここでしょう?“みーんな仲良しお友達、もう一度、 子ども全員を見渡しながら

元気にさよーなら!"ここが心配なんでしょう?じゃあ、
ちょっと今ね、ピアノはないけど、ちょっと言葉だけでちょっ
とそろうかどうかやってみよう。そうすると、 Sちゃん、安心す
るよね?ここでしょう?“みーんな"のところでしょう?
ちょっとみんなやってみる?サン、ハイ!

91AIl “みーんな仲良しお友達!" 
10 T All “もう一度"
11 All “もう一度、元気にさよーなら!" 
12 T All どう?今はそろったね。これなら大丈夫?あ、よかった。じゃ

あ、あと…、あと 2人ね。ちょっと残念だけど。
13 Cs T はい!はい!
14 T Cs あとで、先生また開くけどね。今は、ちょっと 2人ね。
15 T M Mちゃん、{可が心配?
16 前 All あのね、Aちゃんがね、Sちゃんにね、克てたけどね、{可かねしゃ

べっていたのが心配。
17 T All あ、おしゃべりが心記?そうなんだって。ちょっと…、でもお、

Mちゃん、大丈夫だと思う。今自ね、おしゃべりしている入、
先生、呂からね、自で(ぐるぐる〉こうやって合図したらね、

大合国丈ちゃんと分かつてくれて、お喋りが止まったの。だから、
夫だと患う。ちょっと、じゃあ、みんな手をおろして。

ちょっと先生、自で合留してみる。
18 T All あっ、呂と自で合うとね。あ、ちょっとやってみよう(持ってい

たカゴを下に置き)。ほら、巨でこうやっただけで、手がそろっ
た。じゃあ、あと一つね。

19 Cs T はい!はい!
20lT All ちょっとね、 Nちゃんがね先頭で心配だったから、ちょっとN

ちゃん。
21 N All あのね、 Tちゃんがお歌のあとで、 fタ!Jって言ったのが心配。
22 T T あっ、それが心配 ?Tちゃん、お歌の後でfタ!Jって言っちゃ Tの顔を親き込み、頭をなでながら。

N たのがね、またTちゃん fタ!J言ったらどうしょうかつて、
ちゃんが心配しているって。大丈夫?大丈夫だって。

23 Cs T はい!はい!
24 C (F) IT もうね、 3人超えてるよ。
251T All あのね、心配なことあるの、よーく分かった。
26 C (F) IT 3人もう超えてるよ。 4人になっちゃう。
27 C(M)τ 先生、もう忘れちゃうから、今、言いたいこと忘れちゃうから。
28 All T (皆、騒ぎ出す) 皆が話し出して、ざわつく。
291T All ちょっと待ど遊ってね。今ね、 3人に開いて、ちょっとね時題がね

残念だけ ぶ時障が少なくなっちゃうから、今の最後で、心
配な人のお話経りにしよう。ごめんね、 Rちゃん。

理震可能となるのかについて、以上のエピソ)ドを通

して小学校教師による認識がなされたと考えられる。

発達的には、 5歳後半ころから、自らの活動をモニター

結 呈必恥

白調

できるようにはなるが、やはり一斉場面の中で集中で 本稿では、就学直前の時期における幼稚冨の教室内

きる時間はまだ短く、 1年生にとってこれよりもはる の発話の事例分析を還して、幼稚匿の教師が「相手に

かに長く一斉場面が子どもにとって大きな変化の経験 伝わるように話すJI相手の意見をきちんと聞く jこと

となる可能性があることについて、認識が促進された を子ども自身に考えさせながら、丁寧に指導している

のではないだろうか。 ことが示された。このような指導を通して、子ども達

は、特定の相手に向けつつも、より「伝わりやすいj

f客観的なJ一次的ことばを用いることを習得してい
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くo そのようなことばの習得を基礎として、二次的こ

とばの習得がよりなめらかに進んでいくので、はないか

と考えられる D

しかし同時に、教師法、相互作用の相手の気持ちを

考麗しながら、場面に合わせてことばを使用すること

についても指導していた。すなわち、相互作用の文脈

の中での、柔軟性を持ったことばの使用である。この

ような教師による働きかけは、仲間関係の形成を基盤

としてととばを習得して廷しい、という教師の願いを

表していると考えちれる G 就学後は、子どもが教師と

個別に一対ーで関係していくのと同時に、教師と子ど

も全体という関係も形成される。つまり、学級集団が

形成される。それにより、仲間関係という横の関係の

比重がいっそう大きくなってくる D したがって、幼稚

富の教師がこのような仲間関係の形成を基盤としたこ

とばの指導を行っていくこと辻、幼稚菌と小学校の間

をなめらかに接続するために重要な意味をもつのでは

ないだろうか。

以上のように、子どものことばの習得の背景には、

子どもの教師による興味を引き出す活動場面の設定

や、一諸に活動したいと思わせる教師や仲間との関係

の或立があると考えられるo 二次的ことばの習得とい

う「苦しく困難な仕事jを f楽しくやりがいのある仕

事Jへと変えていくためには、教師による子どもの教

室での適応状態に適った援助と共に、子どもを取り巻

く教師、仲間との対人関係の成立が必要なのである。

またそのためには、幼韓国と小学校の教師が、互い

の指導や子どもの状態について認識を持ち、互いの意

見を交換する場が不可欠である G 本論で報告したカン

ファレンスの開催は、大学劉が仲介役になりそのよう

な場を提供した一つの試みであった。このような場を

通じて幼稚園と小学校の教師が互いに話すだげではな

く、教室内の実際の相互作用を自の当たりにし、事例

について共に考え、意見交換を行うことができた。今

後は、このような機会を多く設げると共に、学校文化

への適応という観点、からより注意を要する子どもに焦

点、を当てた'f育報交換や意見交換を行う場を持つなど、

幼小連携についてよりきめ細かな対応が必要とされょ

っo

、王

1 学校文化とは「学校集団の全成員あるいはその一

部によって学習され、共有され、伝達される文化の

複合体J(新教育社会学辞典 1986)を指している。
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本稿では特に、教室でのコミュニケーションや授業

形態、あるいは通学に伴う経験の総体を指す。
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